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問題 広 汎性発達瘴害を もつ 子 ど もは、そ の 障害 の 樹 生か ら

食行動に 問題 を示 す こ とが多い 。 例えば、食べ 物の 好き嫌い

をしめす偏食傾向は、Rastan （2008）に よれば感覚的過敏や

鈍麻、特に視覚勅激や聴覚乗1嫐 に 強い 影響を受けて い る 。 ま

た、食事ス キル の 未熟さにつ い て は、認知的能力が不充分な

こ と、もと もと社会的 関心が 弱い こ とか ら他者をモ デル と し

て 学ぶの が 困難なこ と 、 食事へ の モ チベ ーシ ョ ンが低い こと

な どが 起因 とされ て い る （Lukens，2005）。実際、広 汎性発

轡章害児にお け る食行動の 問題 とそ の 指導は、栄養面を満た

す こ とを 目的に した もの と、正 しい食事の仕方 を身 につ け る

こ とを目的に したもの とに 大別され る （小 塩・小 窟 醤 安，
1974）。適切な食行動の 習得は、保護者の 負担を減 らすのみ

ならず （小塩ら，1974）、本人が 参加で きる桂会的場面を増

や す こ とに もな り （Rastam，2008）、障害児が 有意義な 生活

を送る上で重要で ある。

目的　東京ABA支援 の 会で は、幼児か ら小学生まで の 広汎性

発 遡i章害の 子 ど もを対象に、応用行動分析学の 理論 に よる個

別療育を行っ て い る。子 どもに よっ て は、身辺 自立の ス キル

の 習得を目標に、食事の 指導が組み 込 まれる こ ともある。本

研 究で は、さま ざま なプ ロ グ ラム に先立 っ て 、食事指導を集

中的に行っ た事例につ い て報告する。
方法

対象児 ：Y （7歳、女児）2歳時に都内病院に て 、広 汎性発達

障害の 診断を受け、現在、特別支援学校に在籍。東京 ABA支

援の 会に は、6歳 11ヶ月の 時に来所し、週2園 の 翻 r！療育を開

始 し為 開始当初、表出言語はほぼなく、稀 におもちゃ や絵

を見て 、単語を発するこ とが あっ た。 体調や環境 （天候や音
など）の 些細な変化で、パ ニ ッ クを起こ しやずく、大声で泣

く、頭や脚をたたきつ けるなどの 行為が頻繁に見 られ た。母

親に よる と、食事中には席をたっ て歩き回 り、食卓の 上 に乗
っ て しまうこ と もある、また食べ 物を触っ て遊ぶ こ とも多く、
食べ る時 も手 掴み で、基本 的 に は、母 親が時 間を わ けて 食べ

させ て い た。
設定・道具
期聞 ：食事指導は2010年8月 31日か ら2011年4月9目の 間、計

40回の 個別セ ッ シ ョ ン で行われ鳥 通常 2時間の セ ッ シ ョ ン

の 最初の 約20分間で 食事指導を した。またセ ッ シ ョ ン の 時間

帯は、Yの 食欲を考慮 して午後に調整 した。食事指導中は部

屋 の 角に置か れた小 さな机 と椅子 に座り、セ ラ ピス トは常に
Yの 横側に座 っ た。食事 の 内容は、Yが普段好ん で食ぺ る もの

を温め て か ら用い た。
標的行動 と して は、食事をする間、立 ち上 が らず に座 り、孚

で はな くス プ
ー

ン や フ ォ
ークの 食具 を使 っ て 自分で 食べ る

こ ととした．
記録方法 ：食事指導中、Yが食べ 物を 口 に入 れた総回 数を数
え、H （手で食べ る）、

即 （セ ラ ピス トがYの 手を とっ て適量
の 食物を掬い 、口 まで運 ぶ全行程をプ ロ ン プ ト）、PP 喰物

を掬 うか ら口 に 運 ぶ ま で を部分的にプ ロ ン プ ト） 、
Irm （プ

ロ ンプ トな し）の 頻度を記録し、その 割合を計算した。IND
が 2 回 の 異なるセ ッ シ ョ ン で 10働 以上 に なっ た時、標的行動
を習得 し た とみ なす とした 。

ま た椅子か ら立 ち上 が ろうとした回数、手で 食べ よ うとした

回 数 食べ 物 を触 っ て 遊ぼうと した回数を数えたが、これ ら
の 問題行動はそ の都度、手 や 体を軽 く押さえ るなど阻止 （ブ
ロ ッ ク） した。

結果　指導開始直後か ら囲 は減少傾向を示 し、9月 18目以降

0％を維持 した。 PPは しばらく2〔瑞
．
前後を推移し、徐 々 に減少

し島 食事指導39回4月9fiに は2回連続 10眺となっ た。また

問題行動に っ い て は、食事中に 席を立つ 行勤 は毎回 le回程度

が続 い た が、10月に なると減少 し、11月に はO回で安定した。
手 を汁に 入れ て 遊ぶ とい っ た行為は9月7日に

．
度見 られ た

だけ だ っ た。 また 手 で食べ る行為はすぐに減少 した が、数回

は こ ぼ したもの を拾っ たり、嫌い な物を選り分けようとして

手を使う行為がみ られた。
考察　今回の 標的行動は、課題分析をもとに細分化 して学習
するこ とも考え られたが、Yの 食行動には重篤な問題行動が

伴 うこ と、母親の 負担の 大 きい こ とな どを考慮 して 、早急 に

成果が得られ る よ うに、 「きちん と座 っ て、ス プー
ン やフ ォ

ー
ク を使 っ て 自分で食べ る」 とい う

一
連の 動 き をま とめ て指

導 した。小塩ら（1974）はタイム ア ウトを用い て 食事中に見 ら

れ る問題行動釧鉦 を試み て い るが、Yの 理解力や行動の 傾
向を考え る と、行動とタ イ ム ア ウ トが 結び つ かず、パ ニ ッ ク

状態 になっ た と推測され る。今回、身体的なプ ロ ン プ トで始

め たこ とで、適切な行動 を直接的に体験し強化 される機会が

増 え、そ の 結果、不 適切 な行動 を早 くか ら減らすこ とがで き
た と考え られる。
ま た療育の 初期に、

一
定の 成果を得た こ とで 、Yの 療育自俸

に対 する動機づ けや意欲に もつ なが り、その 後の 療育プ ロ グ

ラム の 習得に関係 して い る こ とは誠に意義深い 。療育を行う
に あた り、子どもやそ の 家族が、療育の 成果を早 期に 実感し、
さらなる成長を目指 せ るよう効果的な方法を模索する必要

がある。
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